


























































































































































































































































































































































































No. 氏　名 屋　敷 田 畑 合　計
1 半兵衛 １畝３歩 １４歩 １反４畝２６歩 １反６畝１３歩
2 市兵衛 ２０歩 ２反２畝１歩 ２反２畝２１歩
3 清三郎 ２８歩 １７歩 １畝１５歩
4 六之烝 ２０歩 １反１畝１６歩 １反２畝６歩
5 源五郎 １２歩 ２８歩 １畝１０歩
6 兵左衛門 ２５歩 １畝１３歩 ２畝８歩
7 作右衛門 ２５歩 １６歩 １畝１８歩 ２畝２９歩
8 喜兵衛 ３畝３歩 １０歩 ３反９畝１４歩 ４反２畝２７歩
9 三蔵 ２６歩 ５畝１６歩 ６畝１２歩
10 長四郎 ２０歩 １畝２９歩 ２畝１９歩
11 徳兵衛 １畝２６歩 ２反７畝１８歩 ２反９畝１４歩
12 三光院 ２６歩 ２反６畝３歩 ２反６畝２９歩
13 孫右衛門 １畝２２歩 ４畝 ５畝２２歩
14 久兵衛 ２５歩 ５畝４歩 ５畝２９歩
15 兵助 １０歩 １反２２歩 １反１畝２歩
16 太郎兵衛 １畝１８歩 ２畝１歩 ３畝１９歩
17 甚四郎 １畝 ２反５畝１８歩 ２反６畝１８歩
18 弥次兵衛 ２畝６歩 １畝２２歩 ６畝６歩 １反４歩
19 長助 ２４歩 １反１畝２１歩 １反２畝１５歩
20 吉十郎 １畝１８歩 １反９畝７歩 ２反２５歩
21 孫助 １畝２６歩 ２８歩 １反５畝２９歩 １反８畝２３歩
22 孫蔵 ２４歩 １０歩 １畝４歩
23 弥助 １畝５歩 １畝５歩
24 作兵衛 １畝１２歩 ２反８畝２３歩 ３反５歩
25 弥蔵 ３反１畝６歩 ３反１畝６歩
26 伝九郎 ２４歩 ４反２畝８歩 ４反３畝２歩
27 左右衛門 ２３歩 １反４畝３歩 １反４畝２６歩
28 久三郎 １畝２０歩 ８畝４歩 ９畝２４歩
29 九兵衛 ２４歩 ８畝１１歩 ９畝５歩
30 甚十郎 ２畝４歩 ５反３畝２６歩 ５反６畝
31 主三郎 １畝５歩 １畝２５歩 １反３畝１２歩 １反６畝１２歩
32 三之烝 ２５歩 ９畝２４歩 １反１９歩
33 源六郎後家 ２畝３歩 ４畝１０歩 ６畝１３歩
34 兵吉 １畝 １度９畝１歩 ２反１歩
35 嘉右衛門 ２０歩 １反２畝１歩 １反２畝２１歩
36 吉兵衛 ７畝４歩 １２歩 ７畝１６歩
37 忠四郎 １畝 １反５畝２３歩 １反６畝２３歩
38 勘六 １畝１０歩 １反１畝１２歩 １反２畝２２歩
39 作右衛門 ２歩 ５畝２歩 ５畝４歩
40 孫右衛門隠居 １畝 ６歩 １畝６歩
41 三平 ２畝 ２反１畝３歩 ２反３畝３歩
42 喜左衛門 ２０歩 ２畝 ２４歩 ３畝１４歩
43 伝七 １畝１０歩 １反２畝８歩 １反３畝１８歩
44 作左衛門 １畝１２歩 ２反１１歩 ２反１畝２３歩
45 権七 １畝３歩 ９畝２８歩 １反１畝１歩
46 兵九郎 １畝２０歩 ３反６畝３歩 ３反７畝２３歩
47 助六 １反８畝２１歩 １反８畝２１歩
48 六右衛門 １畝８歩 １畝８歩
49 清十郎半兵衛 ２０歩 ２０歩
50 次郎右衛門 ４畝 １畝１０歩 ５畝１０歩















































































































元和元（1615） 4 貫 108 匁 8 分
寛永 14（1637） 674 匁 1 分
明和元（1764） 2 貫 182 匁 9 分
寛政元（1789） 1 貫 141 匁 9 分
文化元（1804） 811 匁 4 分
文政元（1818） 247 匁 8 分
天保元（1830） 158 匁 9 分
弘化元（1844） 225 匁 9 分
安政元（1854） 121 匁 9 分
慶応元（1865） 77 匁 9 分
明治元（1868） 74 匁 7 分







（1772 ～ 1800（寛政 12))
享保・文化度迄　　　　〃　800 目より 200 目内外
































































































































































天保 14年 (1843) 120 石
弘化元 (1844) 120 石
弘化２年 (1845) 120 石
弘化３年 (1846) 120 石
弘化４年 (1847) 120 石
　同年 ７石 これは自普請骨折により下さる
計 127 石
嘉永元年 (1848) 120 石




嘉永３年 (1850) 120 石
嘉永４年 (1851) 120 石
嘉永５年 (1852) 120 石
嘉永６年 (1853) 120 石
安政元年 (1854) 120 石
安政 2年 (1855) 120 石
安政 3年 (1856) 120 石
安政 4年 (1857) 120 石 内40石  御普請入用、残80石
安政 5年 (1858) 120 石 内40石  御普請入用、残80石
安政 6年 (1859) 120 石
万延元年 (1860) 120 石 御普請入用　残 80石




文久２年 (1862) 56 石 砂金 66匁 7分
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年 12 月には笹川十八枚村村民 180 人に対し、
１人につき２割安の払米４合ずつの下付願いが

















































( 表 8)　明治３年 (1870) 笹川十八枚村村民の
　　　　　　　　　　　　　　　他村耕地所持状況　
村名 田 畠 見取場
自村（笹川十八枚村） ２反３畝 10歩 7町6反9畝27歩 1町6反６畝20歩
小立村 ２反８畝 17歩 0 2反５畝　　　
大立村 ４畝１８歩 0 ６畝 27歩
西三川村 １町２反　20歩 1反 1畝 24歩 5反 9畝 12歩
倉谷村 9反　12歩 3畝 16歩 8反　　　15歩
下黒山村 5反 3畝 26歩 0 0
瀧平村 3反 2畝 3歩 0 0
豊田村 6反 6畝 2歩 0 0



























































































































































































　　なお、『歴史手帳』（３巻７号 名著出版 昭和 60年）
　　には、田中圭一「近世の佐渡―銀山、幕府、村落」
　　他６編の近世佐渡に関し、元禄検地他の諸問題に
　　ついて簡潔な論考がある。
13)　「室町期頃の砂金山」（『真野町史』上巻）3)　に
　　同じ。佐渡の勝興寺の越中への移転については、「越
　　中勝興寺文書」や「小木町正覚寺縁起」などに記
　　述されていると指摘している。
14)　「慶長 10年堀秀治書状」（『新潟県史』資料編９　
　　　近世４　佐渡編２章１節 )　新潟県
15)　長谷川成一　「近世初期の鉱山開発と天下御山論」
　　（『北方社会史の視座』　第１巻　清文堂　2007 年
16)　田中圭一　「佐渡金銀山をめぐってー慶長期相川
　　に住んだ人たち」（『佐渡を世界遺産に』新潟大学
　　社会連携　地域貢献フォーラム）　新潟日報事業社
　　平成 19年（2007）
　　この論考により、今は消滅した慶長期の金山集落
　　の状況が明らかにされている。
17)　「越後の鉱山」（『新潟県史』　通史編４　近世２）
　　新潟県　昭和 63年 (1988)
18)　「沙金部」（『大日本貨幣史』　6)と同書）
19)　児玉信雄　「金子勘三郎家文書にみる西三川砂金
　　山」（　2)と同）。笹川十八枚村の名主としては、　
　　寛文５年以降で孫右衛門、作右衛門、享保７年に
　　孫左衛門などの記録のある事が指摘されている。
20)　嘉永７年書写　「平日稼所江かなこ共詰刻限之事」
　　（金子家文書 11）
21)　「砂金山稼所并堤江道共間数共他村之砂金有之所　
　　覚書并砂金諸勘定凡例帳」金子勘三郎家文書 11。
22)　児玉信雄　前掲論考（ 19)同）の指摘による。
23)　「西三川金山かなこ共御手当割賦方内訳」
　　　（金子家文書 23）
24)　「地払米割賦方内実取極之事　文久元年７月」
　　　（金子家文書 15）
25)　「明治２年 11月　金坑方御役所宛願書」
　　　（金子家文書 28）
26)　児玉信雄「六ヶ村入会山開発史料」の紹介などに
　　より、維新後の金子勘三郎等村民の努力がうかが
　　える（金子家文書目録　前掲書）
27)　古島敏雄　「鉱山業における官営と 10年代におけ
　　る鉱業の様相」（『体系日本史叢書21 産業史　Ⅲ』）　　
　　山川出版　平成 10年（1998）
　　なお、『日本の近代化を支えた佐渡鉱山』（平成 19
　　年　佐渡世界遺産シンポジウム）にスチュアート・
　　スミス、鈴木一義、永松武彦等の佐渡世界遺産へ
　　の主張がある。
28)29)30)　「明治元年 12月より、諸願書　留」
　　　（金子家文書 28）による。
31)　「生野鉱山、佐渡金山の官営」（　27)と同）
32)　矢野秋夫「金堀り身分を定めた鉱山法」
　　（『黄金郷の旅』）　北海道新聞　1988 年
33)　田中圭一『佐渡金銀山の史的研究』　
　　刀水書房　昭和 61年（1986）
34)　「金山　附道具」　重世話煎の報告書
　　（金子家文書 19）
　　他に「御普請鉄道具納通ひ」（慶応２）など道具修
　　復関係文書などもある。
35)　八木千恵子　「金子家資料目録解説」（  2)と同書）
　
　　
　
